
た
ち
ば
な
ふ
み
松
江
市
議
は
６

月
議
会
で
、
本
年
５
月
13
日
に
起

き
た
自
衛
隊
美
保
基
地
配
備
の
大

型
輸
送
機
「
Ｃ
‐
２
部
品
落
下
問

題
」
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

Ｃ
‐
２
か
ら
の
部
品
落
下
は
14
回

に
の
ぼ
り
ま
す
。
今
ま
で
は
ビ
ス

や
ワ
ッ
シ
ャ
ー
な
ど
小
さ
い
も
の

で
し
た
が
、
今
回
は
、
大
き
さ
が

５
セ
ン
チ
×
５
０
㎝
、
重
さ
も
１
．

５
キ
ロ
と
最
大
で
す
。
被
害
は
な

か
っ
た
も
の
の
、
学
校
や
通
学
路

な
ど
八
束
町
全
域
が
訓
練
コ
ー
ス

で
あ
り
、
人
や
車
に
落
ち
た
ら
と

考
え
る
と
大
変
な
問
題
で
す
。

た
ち
ば
な
市
議
は
、
こ
れ
ま
で

も
、
人
家
や
学
校
等
の
上
空
を
訓

練
コ
ー
ス
か
ら
外
す
こ
と
や
騒
音

被
害
対
策
を
地
域
は
要
望
し
て
き

た
と
し
、
①
部
品
落
下
に
つ
い
て

市
長
の
率
直
な
思
い
、
②
原
因
究

明
の
な
さ
れ
な
い
段
階
で
の
飛
行

訓
練
再
開
に
つ
い
て
の
見
解
、
③

今
後
の
住
民
の
不
安
に
対
し
て
松

江
市
と
し
て
ど
う
取
り
組
む
か
、

④
予
定
さ
れ
て
い
る
空
中
給
油
機

配
備
等
軍
拡
に
は
反
対
す
べ
き
で

は
な
い
か
と
質
し
ま
し
た
。

永
田
明
夫
防
災
部
長
は
、
誠
に

遺
憾
と
し
な
が
ら
「
再
発
防
止
処

置
が
行
わ
れ
安
全
対
策
は
確
保
さ

れ
た
こ
と
か
ら
飛
行
再
開
を
了
承

し
た
」
「
市
民
の
安
心
・
安
全
の

た
め
に
美
保
基
地
に
対
し
、
住
民

の
要
望
で
あ
る
民
家
の
上
空
を
努

め
て
避
け
て
飛
行
す
る
よ
う
引
き

続
き
要
望
す
る
」
「
空
中
給
油
機

の
配
備
は
国
の
防
衛
力
整
備
計
画

で
定
め
ら
れ
同
意
し
た
も
の
、
国

で
責
任
あ
る
対
応
が
さ
れ
る
と
理

解
し
て
い
る
」
と
答
弁
し
ま
し
た
。

田
中
は
じ
め
市
議
は
６
月
議
会

代
表
質
問
で
、
原
発
事
故
時
の
避

難
計
画
に
つ
い
て
上
定
昭
仁
市
長

に
質
し
ま
し
た
。

田
中
市
議
は
、
「
福
島
事
故
か

ら
10
年
の
節
目
を
迎
え
た
今
年
３

月
、
様
々
な
メ
デ
ィ
ア
が
特
集
を

組
ん
だ
。
そ
の
中
で
、
『
２
号
機

の
ベ
ン
ト
に
失
敗
し
、
格
納
容
器

破
壊
に
よ
る
大
爆
発
の
危
機
が
迫

り
、
故
吉
田
所
長
は
東
日
本
壊
滅

を
覚
悟
し
た
が
、
漏
れ
て
は
な
ら

な
い
は
ず
の
圧
力
容
器
か
ら
の
圧

力
漏
れ
に
よ
り
、
大
爆
発
は
奇
跡

的
に
免
れ
た
』
な
ど
、
多
く
の
奇

跡
的
な
事
情
が
幸
運
に
も
重
な
っ

て
、
30
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
圏
内
の
避

難
で
済
ん
だ
。
し
か
し
、
も
し
こ

の
よ
う
な
事
情
が
な
け
れ
ば
、
福

島
原
発
事
故
で
は
、
２
５
０
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
圏
内
の
避
難
が
必
要
な

東
日
本
壊
滅
と
も
い
わ
れ
る
規
模

の
事
態
だ
っ
た
と
い
う
報
道
に
多

く
の
市
民
が
接
し
た
。
こ
の
情
報

に
接
し
た
市
民
が
、
事
故
後
一
週

間
自
宅
待
機
と
い
う
避
難
方
針
に

従
わ
ず
、
一
刻
も
早
く
２
５
０
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
圏
外
に
出
よ
う
と
し

て
も
不
思
議
は
な
い
。
政
府
主
導

の
３
０
ｋ
ｍ
圏
内
の
避
難
計
画
で

は
、
市
民
の
信
頼
を
得
る
こ
と
は

で
き
な
い
」
と
指
摘
し
、
「
政
府

か
ら
独
立
し
た
機
関
に
よ
る
避
難

計
画
の
根
本
的
な
見
直
し
が
必
要

で
は
な
い
か
」
と
質
し
ま
し
た
。

こ
れ
に
対
し
、
上
定
市
長
は
、

「
原
子
力
規
制
委
員
会
は
福
島
事

故
の
教
訓
も
踏
ま
え
、
か
つ
、
国

際
原
子
力
機
関
の
基
準
も
取
り
入

れ
て
原
子
力
災
害
対
策
指
針
を
定

め
て
い
る
。
本
市
の
避
難
計
画
は

こ
の
指
針
に
基
づ
き
作
成
し
て
お

り
、
現
時
点
で
見
直
す
必
要
は
な

い
も
の
と
考
え
る
」
と
答
え
ま
し

た
。

隔週日曜日発行 新 し い 松 江 2021年8月22日 2206号(2)

田中はじめ
市議会議員

たちばなふみ
市議会議員

中
海
上
空
の
安
全
確
保
を
・
Ｃ
‐
２
部
品
落
下
問
題

た
ち
ば
な
ふ
み
市
議
一
般
質
問
④

原
発
災
害
避
難
計
画
は
福
島
事
故
に
学
び
根
本
的
見
直
し
を

田
中
は
じ
め
市
議
代
表
質
問
⑥

８月１日(日)、八束公民館において

「八束の明日を考える会」が集いを開

催し、18名が参加しました。

たちばなふみ市議は、６月議会で取り上げた「中海や八束

の地域の発展」や７月の大雨被害と対応などについて報告、

尾村利成県議が、原発問題やコロナ対策など報告し、国政選

挙は市民と野党の共同で政治の転換をと訴えました。

集いには、新しい特産作りの農家の方、牡丹庭園の方も参

加、荒れ地対策、空き家対策、生活バス、原発問題等の現状

や課題を交流しました。

八束の会は、住民アンケー

ト実施や、閉鎖された「福祉

総合センター」の活用を求め

る運動を報告、提案しました。

安部八束支所長、野々村地域

振興課長も参加し、住民と力

合わせて地域づくりを行うと

挨拶しました。

舟木ブロックでは、雑賀東支部主

催での「雑賀シャベリングの会」が７月24日、プラバホール

で開催され、11名の方が参加しました。初めに舟木けんじ市

議の方から初議会での感想や、新市長の施政方針、初質問し

た「教員の未配置問題」「児童クラブの待機児童解消」「原

発災害時の広域避難問題」についての概要を報告しました。

その後は、参加のみなさんの交流タイムになり、働き口や

道路のお悩み相談、子ども食堂、児童クラブについてのご質

問も出され、「コロナ禍で高齢者のみなさん

は外出の機会も減り、元気がなくなってきて

いる」などお話も出されました。雑賀東支部

では今後も続けていかれ

る予定です。他の地域で

も、ぜひみなさんのお話

をお聞かせいただきたい

ので、声をかけて下さい。

田中はじめ市議は、まちかど演説

会を７月17日に黒田町、石橋町で、24日には秋鹿郵便局前、

朝日が丘団地と各地で行い、また、25日には比津支部主催の

集いが開催され、６月議会の報告を行いました。

まず田中市議は、大雨災害のお見舞いを述べ、「松江が初

めて線状降水帯の豪雨災害を経験した。これまで以上の対策

の実施が必要」と訴えました。

続いて田中市議は、６月議会で上定昭仁市長に対し、原発

問題で住民投票に取り組むべきと質したが、市長は否定的な

答弁だったこと、選挙公約で訴えた学校トイレの洋式化を教

育長に求めたが、早期の実現に向け今後も取り組みが必要と

報告しました。

集いでは、尾村利成県議

と田中市議が議会報告。参

加者から原発問題、道路改

修要望が実現したこと等、

多くの意見が出され、交流

しました。

田中はじめ市議

地域の要求を語りあう
たちばなふみ市議

舟木けんじ市議

第４回 雑賀しゃべりんぐの会

たちばなふみ市議

３市議が議会報告

議会報告を行う田中はじめ市議


